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　 「第２５回オゾン層保護・地球温暖化防止大賞」を受賞された皆さま、誠におめでとうございます。今回は、モ

ントリオール議定書の「キガリ改正」の発効を背景に代替フロンの回収・再生を高める技術や製品をはじめ、脱

フロンを目指した自然冷媒への切り替えなど、多方面からご応募いただき、厚く御礼申し上げます。

　本賞は１９９８年に「オゾン層保護大賞」として、オゾン層を破壊する特定フロンの削減を目的に始まりました。

その後、温暖化への危機感が高まりを見せるのに伴い、第６回から現在の賞名に改め、強力な温室効果を持つ代

替フロンの削減などへ範囲を広げて参りました。この間、フロンおよび代替フロン、メタン、一酸化二窒素などの

温室効果ガス（二酸化炭素を除く）の排出削減、回収・破壊・再生などに関する優れた技術・製品開発、調査研究、

実践活動などを表彰し、今回で２５回を迎えました。ひとえに、ご後援をいただいております経済産業省、環境

省をはじめ、関係各位のご支援ご協力の賜物と心より感謝申し上げます。

　今回も各方面から応募をいただきました。いずれも優れた成果であり、審査は優劣つけ難く、難航しましたものの、

先駆性、貢献度、将来性などを総合的に評価し、経済産業大臣賞１件、環境大臣賞１件、優秀賞１件、審査委

員会特別賞１件の計４件を選定いたしました。受賞者の皆さまの意欲的かつ真摯な取り組みに敬意を表しますとと

もに、厳正な審査をしていただいた関屋章委員長をはじめ、審査委員の皆さまのご尽力に感謝を申し上げます。

　経済産業大臣賞を受賞したイチネンＴＡＳＣＯの「残存フロンを低減させる冷媒回収装置」は、フロン回収時の

課題となっている機器内に残るフロンの回収率を上げるとともに、回収スピードを向上し作業効率を高めました。

同装置により貴重な資源である冷媒フロン類の活用が進み、循環型経済の実現に向け大いに期待ができそうです。

　「大型フリーザー脱フロン・省エネ化の２０年」で環境大臣賞を受賞した味の素冷凍食品は、２０年にわたる計

画的な取り組みにより、国内工場の大型フリーザーの特定フロンを全廃し、地球温暖化係数（ＧＷＰ）ゼロの自

然冷媒に切り替えました。オゾン層の保護および地球温暖化防止に貢献するとともに、同社の活動は業界をリー

ドする模範的な取り組みといえるでしょう。

　日本政府は２０５０年までに温室効果ガスの排出ゼロを宣言しています。気候変動サミットでも２０３０年度の温

室効果ガス削減目標を１３年度比４６％削減することを目指し、さらに５０％に向けて挑戦を続けると表明していま

す。国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向け、環境と経済の好循環が求められる中、日本は環境先

進国として国際社会をリードしていかなければなりません。今回受賞の栄誉に輝いた皆さまには、その先頭に立っ

ていただけますよう、ますますのご活躍を期待いたします。

　オゾン層保護・地球温暖化防止大賞は２５回を一区切りとして終了となりますが、日刊工業新聞社は今後も微力

ではございますが、地球環境保全や産業競争力強化のお役に立てればと考えております。今回惜しくも受賞の選

から漏れた皆さまのご健闘とますますのご発展も祈りつつ、ご挨拶とさせていただきます。

ごあいさつ

日刊工業新聞社
代表取締役社長　井水治博
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　南極オゾンホールの面積は2010年頃から各年で変動しますが平均的には変わらない状況です。また、地球の

温暖化は進行中という状況が続いており、回復する気配がありません。現在の地球環境は変動の中にあり、その

原因の解明と、解決法の選択、環境改善のための人々の絶え間ない努力は、人類の長期の生存に不可欠と思います。

　「オゾン層保護・地球温暖化防止大賞」は1998年に創設されてから、オゾン層の保護対策として特定フロン等

の廃止・代替化を促進し、その代替物が地球温暖化抑制に効果がある取り組みを後押ししてきました。しかし、

多くのフロン類は既に使用の減少や廃止が行われ、特定フロンのオゾン層破壊対策は達成されています。また、

フロンの代替物の温室効果の削減も、かなり進められてきたのが現状です。この状況の中で、これらの対策を更

に進めるとともに、地球環境の回復にどれくらい効果があったかを見極め、地球環境を維持した持続的な社会の

構築につなげていくことが重要です。

　今回で25回目となった本賞の審査では、オゾン層破壊、地球温暖化に関する科学領域はまだ未解明な部分が

あるため、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の評価基準などに基づき、優劣を判断しました。また技術の

新規性、優位性、省エネルギー性、実績などを重視しました。各応募案件について審査委員会で慎重に選考し、

経済産業大臣賞1件、環境大臣賞1件、優秀賞1件、審査委員会特別賞1件の計4件を選定しました。

　経済産業大臣賞には株式会社イチネンTASCOの「残存フロンを低減させる冷媒回収装置」が選ばれました。

株式会社イチネンTASCOは冷凍・空調機器に封入されているフロン冷媒の回収率向上のため、残存フロン量に着

目し、回収装置を開発しました。四つのピストン等を駆使することで、回収時の真空度を高め、残存フロンの回

収スピードの向上や回収率の向上を達成しました。販売実績もあり、今後も期待できることなどが評価されました。

　環境大臣賞は味の素冷凍食品株式会社の「大型フリーザー脱フロン・省エネ化の20年」が選ばれました。味の

素冷凍食品株式会社はフロン対策を2001年から開始し、2020年度には冷凍食品業界では唯一の大型フリーザー

の脱フロン化を達成しました。また、その間に高効率モーターの採用や冷凍機を工場の近辺に移動する等の工夫

をし、冷却効率の向上や冷凍機の台数の削減などにも取り組み、CO2排出量の削減も行いました。これらの20年

の努力と成果が評価されました。

　優秀賞は一般社団法人香川県冷凍空調設備工業協会の「香川県でのフロン対策の推進」が選ばれました。一

般社団法人香川県冷凍空調設備工業協会は1999年末に香川県フロン回収・対策推進協議会の中でフロン回収の

促進に努められ、フロン回収技術指導や回収フロンの処理が完結するまでの一元化システムを確立しました。高

いフロン回収率など優れた成果が評価されました。

　最後に、審査委員会特別賞は上田石灰製造株式会社の「石灰製造プロセスによるフロン破壊処理」が選ばれ

ました。上田石灰製造株式会社は1996年よりフロンの無害化を研究し、その後、回収フロンの石灰燃成炉での

破壊を開始され、年間数百トン以上のフロンを処理されたことが評価されました。

　受賞された方々に心よりお喜びを申し上げます。

審査概評

審査委員長

関屋　章
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「第25回オゾン層保護・地球温暖化防止大賞」受賞者 

【経済産業大臣賞】‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
	 	 「残存フロンを低減させる冷媒回収装置」

株式会社イチネンTASCO

【環境大臣賞】‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
「大型フリーザー脱フロン・省エネ化の20年」

味の素冷凍食品株式会社

【優秀賞】‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
	 	 「香川県でのフロン対策の推進」

一般社団法人 香川県冷凍空調設備工業協会

【審査委員会特別賞】‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
	 「石灰製造プロセスによるフロン破壊処理」

上田石灰製造株式会社
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「残存フロンを低減させる冷媒回収装置」
株式会社イチネンＴＡＳＣＯ

　イチネンＴＡＳＣＯが開発した冷媒回収装
置「クワトロ」は、フロン回収作業中の圧力
低下による回収スピードの低下を改善し、機
器内に残る残存フロンの回収率を向上した。
冷凍・空調機器に封入されているフロン回収
現場では、被回収機器側の冷媒フロン量が
減少することで発生する圧力低下や、被回収
機器サイクルの冷え込みにより、フロン回収
が難しい状態となり、機器内にフロンが残っ
たまま廃棄されることが問題となっている。
同社は残存フロン「寝込み冷媒」を減らすこ
とが回収率向上に重要と判断。「クワトロ」は、
回収スピードや操作性の向上に加えて、機器
内部から可能な限り「寝込み冷媒」を無くす
ことに重点を置いて開発した。
　冷媒回収装置は２ピストンのコンプレッ
サーが一般的だが、「クワトロ」は並列／直
列回路切替機能を有する４ピストンコンプ
レッサーを採用。被回収機器の冷媒量が多
く、高圧力の状態では回収冷媒が四つのピ
ストンを同時に通る並列回路で素早く回収を
行う。冷媒量が減り、圧力が低下した場合は、
２ピストンずつの２回路に分割し、真空度を
高める直列回路に切り替えて、これまで回収
が難しかった低圧下での回収をスムーズに行

えるようにした。被回収機器の冷媒量、圧
力に応じて運転を切り替えることで、効率よ
く回収するとともに、残存フロンの削減に効
果を発揮する。
　２０２１年１月から販売を開始し、２２年６
月までに約４００台を販売。第一種フロン類
再生事業者へも導入が進んでいるという。
　残存フロンの回収率は被回収機器や配
管、環境など多くの要素が絡むため、数値
化はできないが、同社が行った絶対真空を
１００％とした真空達成度を比較する実験で
は、これまでの主力機種が９３・３％だった
のに対し、クワトロは並列回路運転で９５・
１％、直列回路運転では９６・６％まで高ま
ることを確認している。
　同社は第一種フロン類再生事業者と協力
し、冷媒フロンを再生可能な純度の高い状
態で回収できるよう作業手法の発信にも取り
組んでおり、今後も多くの冷媒フロン類取り
扱い技術者へ認知されるよう努めていく。貴
重な資源である冷媒フロン類の無駄のない
活用のため、またサーキュラーエコノミー（循
環型経済）の実現に向け、機器廃棄時の冷
媒フロンを被回収機器からより多く回収し、
リサイクルすることを支え、推進していく。

経済産業大臣賞

企業情報

社名＝株式会社イチネンＴＡＳＣＯ
本社＝大阪府東大阪市稲田上町一丁目１７番２０号／
電話＝０６・６７４８・９２６０（代表）／ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｔａｓｃｏｊａｐａｎ．ｃｏ．ｊｐ／
代表者＝岩田全弘／主な事業＝冷凍空調機器工具の開発・製造・輸入販売
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並列／直列運転切替イメージ

TA110VF　クワトロ（QUATTRO）
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「大型フリーザー脱フロン・省エネ化の２０年」
味の素冷凍食品株式会社

　味の素冷凍食品は、冷凍食品製造の急
速凍結プロセスで使用される大型フリー
ザーの冷媒を、フロンから自然冷媒に転
換し、総保有量７０トンのフロンを削減し
た（ 温 室 効 果 換 算で二 酸 化 炭 素〈CO ２〉
１２万６７００トン相当）。
　１９８７年のモントリオール議定書の採択
で、特定フロンの生産が２０２０年までに中
止することが決定。国内でも１９８８年にオ
ゾン層保護法が制定され、フロン冷媒の規
制に対する対応は、企業の存続に関わる経
営課題と捉え、２００１年から取り組みを開
始。０６年に “２０２０年までに国内工場の
大型フリーザーで使用している特定フロン
全廃” を宣言し、２０年度末に達成した。
　当初は４７基の大型フリーザーで７０トン
の特定フロンを保有していた。更新にあた
り、①ＣＯ２排出量の低減②工場、製造ラ
インの集約③時間当たりの設備能力向上④
生産時間の延長―を実施し、生産能力を
増強する改善を同時に行うことで２７基に集
約した。
　設備投資総額は概算で２００億円を推定
していたが、「脱フロン化・低炭素社会の
早期実現のための省エネ型自然冷媒機器
導入加速化事業」の補助金制度を活用し、

８８億円に抑制することができた。併せて
高効率モーター、冷凍機の設置位置見直
し、省エネタイプの冷凍機の採用、負荷に
よる台数制御の導入などにより、ＣＯ２排出
量年間８０００トンの抑制に成功した。これ
は電力量に換算すると約２５％の削減、年
間３億円の経済的メリットとなった。
　今回の取り組みで自然冷媒を採用してい
るため、ＮＨ３―地球温暖化係数（ＧＷＰ）
はゼロ、ＣＯ２―ＧＷＰ１もほぼゼロであり、
オゾン層の保護および地球温暖化防止に貢
献できた。２０年にわたる計画的な取り組
みは業界への影響も大きく、他社も同様の
目標を掲げるなど地球存続のための活動が
広がりつつある。
　同社は今後も業 界をリードするため、
３０年度にはＣＯ２排出量５０％削減（１８年
度比）を掲げ、取り組みを開始している。
　また小型の冷凍倉庫や空調装置の冷媒
についても３０年までに自然冷媒もしくはＧ
ＷＰ１５０以下の冷媒への転換を図る。た
だし容量の小さい冷凍機については産業用
機器が十分に普及していないことが課題で
あり、機器サプライヤーと連携して取り組み
を進めていく予定である。

環 境 大 臣 賞

社名＝味の素冷凍食品株式会社
本社＝東京都中央区銀座７丁目１４番１３号　日土地銀座ビル／
電話＝０３・６３６７・８６００（代表）／ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆｆａ．ａｊｉｎｏｍｏｔｏ．ｃｏｍ／
代表者＝寺本博之／主な事業＝冷凍食品の研究開発、製造、販売

企業情報
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省エネタイプ冷凍機
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「香川県でのフロン対策の推進」
一般社団法人 香川県冷凍空調設備工業協会

　香川県冷凍空調設備工業協会は、フロンの
回収、破壊、再生、容器輸送、容器再検査の
一元化システムを確立し、フロンの地産地消
を実現している。業界団体として価格設定ま
で含めたワンストップサービスを提供できる
ことは珍しく、併せてフロン回収の普及啓も
う・広報活動、技術者および地域住民教育な
どにも力を入れている。
　 香 川 県 は も と も と フ ロ ン 破 壊 施 設 が な
く、回収したフロンは県外に搬出していた。
２００４年にフロン破壊装置を設置し、県内
のフロン破壊処理のインフラを整えた。
　その後、２０１０年に簡易蒸留型フロン再
生装置を設置。「フロン排出抑制法」の施行を
受け、再生のための工程や管理基準などを見
直し、同装置で日本で初めて再生用機器とし
ての使用許可を取得した。これにより受託再
生事業の継続に道をつけ、同装置普及に先鞭

をつけた。この装置は多種少量の回収冷媒の
再生に適し、扱いやすく、同時に５種類の再
生ができるなど、メンテナンスコスト、ラン
ニングコストともに優れている点が特徴。
　また独自の「フロン回収処理・工程管理表」
を作成し、回収フロンの運送依頼書・破壊依
頼書・処理証明書などとして多用できるよう
にした。これをフロン回収事業者に無償配布。
フロン回収事業者は取引先ごとに共通事項を
事前に記入でき、事務処理工数の低減、スピー
ドアップと保管管理の向上につながっている。
　さらに冷凍空調製品のほとんどがインバー
ターであることから、工事メンテナンス技術
者向けの技術書「インバーター冷凍空調機器
について学ぶ」の準備を進めている。「フロン
漏えい点検制度」が有効に機能するようフロ
ン排出抑制だけでなく、機器設置工事や機器
診断技術のスキルアップを支援していく。

　優 　秀 　賞

三宅産業に設置されている簡易蒸留型フロン再生装置

企業情報

社名＝一般社団法人 香川県冷凍空調設備工業協会
本社＝香川県高松市木太町２０８２-８　㈱星電内／
電話＝０８７・８３２・２８７３／ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗｅ．ｐｉｋａｒａ．ｎｅ．ｊｐ／ｋａｒｅｉｋｙｏ／ｐｒｏｆ．ｈｔｍｌ
代表者＝永原 務／主な事業＝冷凍、空調設備に関する技術・教育、広報活動
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「石灰製造プロセスによるフロン破壊処理」
上田石灰製造株式会社

　上田石灰製造は、鉱山から採掘した石灰石
を焼成炉で熱分解することで生石灰・消石灰
などを製造している。石灰製造では大量の二
酸化炭素（ＣＯ２）を放出することから、環境
負荷低減に貢献できる事業を模索するため、
１９９６年に岐阜県と「フロン無害化処理」
の共同研究をスタート。９８年に回収したフ
ロンを石灰焼成炉で破壊するシステムを構築
し、事業化に着手した。２００２年にフロン
類破壊処理業の許可を取得。独自開発した石
灰焼成炉混入法を用いて、年間数百トン以上
のフロンを処理し、環境負荷低減に貢献して
いる。
　同社の設備は国内唯一の石灰焼成炉混入法
を用いたフロン破壊許可設備で、石灰製造に
使用する１０００―１３００度Ｃの熱源だけ
でフロンを熱分解する。フロンを熱分解する
ことで発生する酸性ガスは、炉内の石灰と反
応して不純物となるが、反応量を調整するこ

とで全量を石灰製品として出荷が可能。その
ため酸性ガスを中和するための薬剤購入や、
反応後の薬剤の廃棄物も発生しない。設備は
既存の石灰生産炉を有効活用でき、処理コス
トを低く抑えられることが最大の特徴だ。
　直近１０年間での特定フロン（ＣＦＣ）、ハ
イドロクロロフルオロカーボン（ＨＣＦＣ）、
ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）処理量
は数千トンで、そのほか家電リサイクル工場
から排出されるフロン類の破壊処理も行って
いる。フロンの破壊処理量をＣＯ２相当量にす
ると、大気放出した場合で、年間約５０万ト
ン相当の温室効果ガスの排出を抑制している。
　同社は１８９０年創業の老舗石灰製造会社。
１３０年以上にわたり石灰製品を製造し、今
後も石灰製造事業が続く限りフロン破壊を
行っていく。

社名＝上田石灰製造株式会社
本社＝岐阜県大垣市赤坂町３７５１番地／
電話＝０５８４・７１・１１３３（代表）／ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｕｅｄａｌｉｍｅ．ｃｏ．ｊｐ／ｃｏｍｐａｎｙ．ｈｔｍｌ／
代表者＝上田和男／主な事業＝生石灰・消石灰・軽焼ドロマイト・石灰石・ドロマイト・炭酸苦土石灰・アヅミン苦土石灰・炭酸カルシウムの製造販売、エコマテリアル商品の製造・開発、フロン類の破壊処理

企業情報

審査委員会特別賞

昼飯工場
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オオゾゾンン層層保保護護・・地地球球温温暖暖化化防防止止大大賞賞受受賞賞者者（第５回までオゾン層保護大賞）

経経済済産産業業大大臣臣賞賞
((第第３３回回ままでではは通通商商産産業業大大臣臣賞賞))

環環境境大大臣臣賞賞
（（第第33回回ままでではは環環境境庁庁長長官官賞賞））

優優秀秀賞賞 優優秀秀賞賞 優優秀秀賞賞 審審査査委委員員会会特特別別賞賞 審審査査委委員員会会特特別別賞賞

11回回 セセイイココーーエエププソソンン
兵兵庫庫県県フフロロンン回回収収・・処処理理推推進進協協議議
会会

松松下下電電器器産産業業　　エエアアココンン社社 旭旭硝硝子子 中中島島自自動動車車電電装装 オオゾゾンン層層保保護護対対策策産産業業協協議議会会 SStteepphheenn  OO..AAnnddeerrsseenn博博士士

フロン全廃へ先駆的役割 フロン回収・処理事業を促進
新冷媒採用商品の開発と工
場の脱フロン化

アサヒクリンAK－２２５の
開発

効率的な冷媒フロン回収
機の開発

保護対策の推進・普及啓発に
貢献

わが国途上国支援への協力
が大

22回回 日日本本電電機機工工業業会会 神神奈奈川川県県フフロロンン回回収収処処理理推推進進機機構構
アアイイ・・シシーー・・アアイイ帝帝人人フフロロロロ
ケケミミカカルル

ササンンデデンン NNEECC アアササヒヒビビーールル

CFC、トリエタン切り換えで先導
的はたらき

的確なフロン回収処理システムの構
築、実行

特定フロン類の適切な破壊
処理システムを整備

自動車空調用コンプレッ
サーを主とした代替冷媒対
応と社会的支援活動

PKG無洗浄化工法の開
発でフロン全廃に貢献

産業界初の完全ノンフロン化工
場稼動

33回回 デデンンソソーー ハハロロンンババンンクク推推進進協協議議会会 日日本本産産業業洗洗浄浄協協議議会会
静静岡岡県県フフロロンン回回収収事事業業協協
会会

東東芝芝キキヤヤリリアア 日日曹曹金金属属化化学学 日日本本製製紙紙

日本で初めて代替冷媒カーエア
コンを量産化

データベースをもとにハロンを一元
管理

中小企業の洗浄現場の
ODS全廃を支援

民間主導でフロン回収破
壊システムを構築、整備

家庭用エアコンの主力機
種に脱ODS化を拡大

フロン破壊処理システムの改善
で連続処理を実現

四塩化炭素を使用しない塩化
ゴム系樹脂製造法の開発

44回回 前前川川製製作作所所 スストトッッププ・・フフロロンン全全国国連連絡絡会会 ダダイイキキンン工工業業 荒荒川川化化学学工工業業 アアササダダ 出出光光興興産産 東東洋洋ゴゴムム工工業業

ODPゼロ、GWPゼロの自然冷媒
アンモニア冷凍機開発

フロン回収・破壊法の成立に尽力
日本初のODPゼロの新代替
物質（HFC）を量産化

洗浄剤でODS全廃に大きく
貢献

CFC・HFC・HCFCを同時
に回収可能な装置を開発

代替冷媒への移行を可能にし
た潤滑油を開発

代替フロンの全廃に向け水発
泡技術を開発

55回回 東東京京ガガスス カカーーススチチ－－ルル 倉倉敷敷紡紡績績 東東芝芝 松松下下冷冷機機 キキヤヤノノンン 技技研研ササーービビスス

業務全般にわたりオゾン層保護
と温暖化防止対策で貢献

群馬県でカーエアコン用フロンガス
回収・破壊に貢献

フロンを使用しない高性能
真空断熱材を開発

自然冷媒使用のノンフロン
冷蔵庫を開発

オゾン層保護と温暖化防
止対応のノンフロン冷凍
冷蔵庫を開発

ＯＤＳとＧＨＧ廃絶のための技術
を開発

高性能フロン回収装置の開
発とフロン回収に貢献

66回回 鐘鐘淵淵化化学学工工業業 群群馬馬県県フフロロンン回回収収事事業業協協会会 旭旭化化成成建建材材 タタククママ デデンンソソーー アアキキレレスス 日日鉱鉱石石油油化化学学

完全ノンフロン発泡剤による高断
熱性のポリスチレンフォームの開
発

フロン回収に関わる社会づくりに貢
献

フロン系発泡剤を使わない
超高性能断熱材の開発

複合型廃棄物処理施設に
よる高度なフロン回収・破
壊技術の構築

給湯機用自然冷媒（ＣＯ
２）ヒ－トポンプの開発

硬質ウレタン断熱ボードのノン
フロン化の技術開発

フロン、エタンの代替洗浄剤
の開発と普及

77回回
電電子子情情報報技技術術産産業業協協会会
液液晶晶産産業業研研究究専専門門委委員員会会

ココロロナナ
デデンンソソーー
トトヨヨタタ自自動動車車
豊豊田田自自動動織織機機

ニニチチアアスス
冷冷媒媒回回収収推推進進・・技技術術セセンン
タターー

釜釜石石市市 日日立立酸酸素素

液晶産業におけるＰＦＣsの自主
排出削減活動

家庭用自然冷媒ヒートポンプ給湯機
の普及促進

ハイブリッド車搭載の電動イ
ンバーターエアコンシステム

極低温用CO2発泡硬質ポ
リウレタンフォーム保冷材
の開発

冷媒フロン回収・再生の
取り組み

一般廃棄物処理施設を活用し
たフロン類の破壊処理

SF6ガス回収事業の展開

88回回
旭旭硝硝子子
ダダイイキキンン工工業業
月月島島日日鉄鉄化化工工機機

ブブリリヂヂスストトンン アアキキレレスス
松松下下電電器器産産業業
松松下下ホホーームムアアププラライイアアンンスス
社社

三三菱菱電電機機 日日本本ココカカ・・ココーーララ

ＨＦＣ－２３等破壊技術の開発
吹き付けウレタン断熱材のノンフロ
ン化とLCA

超臨界CO2を利用したスプ
レーシステム

高効率ＣＯ２ヒートポンプ給
湯機の開発

脱SF6型電力開閉装置の
実用化

ノンフロン型自動販売機の本格
導入

99回回
電電気気事事業業連連合合会会
日日本本電電機機工工業業会会
日日本本化化学学工工業業協協会会

セセイイココーーエエププソソンン 旭旭化化成成ラライイフフ＆＆リリビビンンググ
日日本本製製薬薬団団体体連連合合会会フフロロ
ンン検検討討部部会会

松松下下冷冷機機 高高知知カカシシオオ タタススココジジャャパパンン

電気絶縁ガスの排出抑制および
クローズドサイクル化

代替フロン等削減への技術開発か
ら物質管理にわたる包括的取り組
み

完全ノンフロン高機能発泡
体の開発

ＣＦＣフリー定量吸入剤へ
の転換

炭化水素冷媒を用いた高
効率ヒートポンプ飲料自
動販売機の開発

液晶ディスプレー製造工程にお
ける新規クリーニングガスの実
用化

簡易赤外線フロンガス分析器
の開発

1100回回
東東海海理理化化電電機機製製作作所所
大大陽陽日日酸酸

アアササダダ 日日立立製製作作所所
富富士士電電機機デデババイイスステテククノノロロ
ジジーー

東東京京ガガススケケミミカカルル
小小池池酸酸素素工工業業
東東京京ガガスス

中中部部電電力力 東東邦邦興興運運

マグネシウムダイカストにおける
ＳＦ６代替ガス供給システムの実
用化

高速フロン回収再生装置等の開発
触媒式ＰＦＣ分解装置の開
発

高圧ダイオードの試験にお
けるSF6ガスの全廃

PFCを高分解処理できる
燃焼式排ガス処理装置の
開発

フロン・六フッ化硫黄無害化処
理装置の開発

硬質発砲ウレタン断熱材のリ
サイクル処理技術の開発とフ
ロン回収システムの整備

1111回回 ダダイイキキンン工工業業 モモリリカカワワ エエヌヌ・・ケケイイ・・ケケイイ 住住友友大大阪阪セセメメンントト
日日本本ゼゼオオンン
産産業業技技術術総総合合研研究究所所

気気象象キキャャススタターーネネッットトワワーークク
シシャャーーププ

フロン回収におけるネットワーク
管理システムの構築

圧縮深冷凝縮方式を用いたガス液
化回収装置とその普及

ダストブロワーのノンフロン
化事業における技術開発

途上国におけるオゾン層
破壊物質処理システムへ
の技術支援

地球環境対応型フッ素系
化合物の開発

小学校環境教育の全国展開

1122回回 ササンンデデンン 宮宮城城県県フフロロンン回回収収事事業業協協会会
アアーーレレスステティィ
セセンントトララルル硝硝子子

富富山山合合金金 ナナンンババ 環環境境総総研研

小型店舗向けノンフロン型省エネ
冷凍空調システムの開発と実用
化

宮城におけるフロン対策～「普及啓
発と回収促進システム」

マグネシウム溶解における
ＳＦ６代替ガスの開発と実用
化

ＳＦ６フリー／ＳＦ６代替ガ
スによるＭｇビレット製造設
備の開発

冷凍機・空調機の１０年
保証実施による使用時の
ガス漏洩防止対策

回収フロン処理トータルサービ
スの提供
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オオゾゾンン層層保保護護・・地地球球温温暖暖化化防防止止大大賞賞受受賞賞者者（第５回までオゾン層保護大賞）

経経済済産産業業大大臣臣賞賞
((第第３３回回ままでではは通通商商産産業業大大臣臣賞賞))

環環境境大大臣臣賞賞
（（第第33回回ままでではは環環境境庁庁長長官官賞賞））

優優秀秀賞賞 優優秀秀賞賞 優優秀秀賞賞 審審査査委委員員会会特特別別賞賞 審審査査委委員員会会特特別別賞賞

1133回回 三三洋洋電電機機 日日本本ウウレレタタンン工工業業協協会会
キキヤヤノノンン
大大分分キキヤヤノノンン

カカンンケケンンテテククノノ 　　ヤヤママトト 旭旭有有機機材材工工業業 日日本本設設備備工工業業

スーパーマーケット向けノンフロ
ン冷凍機システムの開発

住宅用吹き付け硬質ウレタン
フォームの｢ノンフロン化宣言｣

フッ素系溶剤の回収・リサイク
ルによる防止対策の推進

ＰＦＣ等排出抑制のための
除害装置開発と事業化

省フロン、ノンフロン型蓄
熱・冷熱システムの開発

高断熱ノンフロン現場発泡シ
ステムの開発

印刷機冷却設備の脱フロン
化・省エネシステム

1144回回 生生活活協協同同組組合合ココーーププささっっぽぽろろ 静静岡岡県県フフロロンン回回収収事事業業協協会会 　　ククリリンンビビーー 　　東東洋洋製製作作所所 　　前前川川製製作作所所 三三菱菱電電機機ビビルルテテククノノササーービビスス

ＣＯ２冷媒ショーケースの導入に

よるノンフロン化の取り組み
先進的なオゾン層保護・地球温暖
化防止活動

脱フロン・脱塩素系洗浄機へ
の取り組み

大型冷蔵庫用ＣＯ２/アンモ
ニア自然冷媒装置の開発

産業用・業務用空気熱源
エコキュートの開発

個別分散型空調機向け冷媒
漏れ遠隔監視システムの実
用化

1155回回   ロローーソソンン 三三菱菱樹樹脂脂
香香川川県県冷冷凍凍空空調調設設備備工工業業協協
会会

ククレレーードドルル食食品品
桑桑原原冷冷熱熱工工業業

ホホシシザザキキ電電機機
アアススククルル
東東邦邦金金属属工工業業

 コンビニ向けノンフロン(CO₂)冷
凍機システムの大規模導入

ノンフロン冷凍・空調用新吸着材
の開発

フロン漏洩防止のための広
報・啓発活動

アンモニア・CO２を利用し
た凍結装置の実用化

ノンフロン業務用製氷機の
開発

HFOを用いたダストブロワー
の商品化

1166回回 イイオオンン 三三井井・・デデュュポポンンフフロロロロケケミミカカルル ダダイイキキンン工工業業 福福島島工工業業 富富士士電電機機 ツツルルオオカカ

自然冷媒機器導入の取り組み 低GWP フッ素系流体の商品化
新冷媒ＨＦＣ３２を用いたルー
ムエアコンの開発

 フロン冷媒漏れ検知シス
テムの開発・運用

低GWP冷媒を用いたハイ
ブリッドヒートポンプ自動販
売機の開発

回収フロンの適正処理システ
ムの構築

1177回回 前前川川製製作作所所 ママルルハハニニチチロロ
セセンントトララルル硝硝子子
ハハネネウウェェルルジジャャパパンン

アアササダダ 日日本本化化学学工工業業協協会会 日日金金ママググキキャャスストト

空気冷凍システムの開発・実用
化

冷凍食品分野におけるノンフロン
機への転換推進

HFO系発泡剤の生産技術開
発と市場展開

高性能フロン回収再生装
置の開発

PFCs,SF6製造の排出抑制
対策

マグネシウムダイカストにお
けるＳＦ6の代替ガスへの転
換

1188回回 トトレレイインン・・ジジャャパパンン 日日本本ココカカ・・ココーーララ ググロローーリリーー パパナナソソニニッックク
三三菱菱電電機機ビビルルテテククノノササーー
ビビスス

アアピピスステテ
日日本本軽軽金金属属
日日軽軽パパネネルルシシスステテムム

HFO冷媒を採用したターボ冷凍
機の普及

飲料用冷蔵販売機器における自
然冷媒の普及促進

CO2利用エアダスターの開発
と普及

CO2冷媒対応新冷凍機シ
ステムの開発

フロン漏えい検査システム
の普及

CO2冷媒を使用した制御盤用
クーラーの開発と普及

ＨＦＯ発泡剤を採用した断熱
パネルの開発

1199回回
日日本本冷冷凍凍空空調調学学会会
日日本本冷冷凍凍空空調調工工業業会会

ササンンデデンン・・リリテテーールルシシスステテムム アアククアアテテッックク 阿阿部部化化学学 東東京京冷冷機機工工業業 日日東東ベベスストト

微燃性冷媒適正利用のためのリ
スク評価

小型店舗向け冷凍機内蔵型/別置
型ＣＯ２システムの開発と実用化

フロン代替真空洗浄乾燥機
の開発と１９年間の実績

冷媒フロンのリサイクル
ネットワーク構築と高純度
再生品の供給

フロン排出抑制法普及活
動とHCFC冷媒機器の更
新促進

加熱調理品凍結装置におけ
るヒートポンプ活用技術

2200回回 カカンンケケンンテテククノノ アアササダダ ロローーソソンン オオーームム電電機機

PFC等の新型大気圧プラズマ除
害装置

'-30℃で検知可能なフロンリーク
ディテクタ

ＣＯ２冷媒機器の普及拡大
HFO-1234yfを使用した制御
盤用クーラ

2211回回 イイチチネネンンTTAASSCCOO 中中京京フフロロンン 富富士士電電機機 荏荏原原冷冷熱熱シシスステテムム 関関東東精精機機

現場作業性を向上させた軽量冷
媒回収装置

フロン再生処理センター網の構築
ＨＦＯ冷媒を用いた内蔵型
ショーケース

ＨＦＯ冷媒を用いた高効率
ターボ冷凍機

ＣＯ2冷媒を用いた工作機械
向け液温自動調整機

2222回回 セセンントトララルル硝硝子子 日日本本冷冷凍凍空空調調設設備備工工業業連連合合会会 日日本本熱熱源源シシスステテムム
三三菱菱重重工工ササーーママルルシシスステテ
ムムズズ

ニニチチレレイイ・・ロロジジスステティィククススエエンン
ジジニニアアリリンンググ

低ＧＷＰフッ素系溶剤の開発と実
用化

フロン漏洩防止システムの構築と
普及

産業用CO2冷凍機の開発と普
及

低GWP冷媒を適用した高
効率ターボ冷凍機の普及

フロン漏洩防止体制の構築

2233回回 日日清清紡紡ケケミミカカルル ナナンンババ アアーーススククリリーーンン東東北北 ココーーアアツツ

ＨＦＯを用いたトンネル裏込用ウ
レタン注入材

ＩｏＴフロン漏えい管理システム
フロンレスの換気冷房空調機
利用システム

新型ハロン代替ガス消火剤
用静音形噴射ヘッド

2244回回
日日立立ププラランントトササーービビスス
日日本本熱熱源源シシスステテムム

横横浜浜冷冷凍凍
三三菱菱重重工工ササーーママルルシシスステテムム
ズズ
中中部部電電力力

三三菱菱電電機機冷冷熱熱応応用用シシスステテ
ムム

ダダイイキキンンＭＭＲＲエエンンジジニニアアリリンン
ググ

日日本本冷冷凍凍空空調調学学会会

二酸化炭素を用いる冷凍・冷蔵
設備事業の協業

冷蔵倉庫の脱フロン化と地球温暖
化対策

低GWP冷媒を用いた空気熱
源循環加温ヒートポンプ

炭化水素を用いた冷却装
置用凝縮器ユニットの開発
と普及

船舶用空調への低GWP冷媒
の適用

低GWP冷媒の熱物性情報の
整備
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審査委員（敬称略、順不同）

委員長　　 関  屋　　章　 産業技術総合研究所 名誉リサーチャー　 　    　　　　　　　　

委　員　 　 田村　修司　 経済産業省 製造産業局 化学物質管理課 オゾン層保護等推進室長  　

　　　　　　豊住　朝子　 環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 フロン対策室長 　　　　　

　　　　　　浦野　紘平　 横浜国立大学 名誉教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　中根　英昭　 高知工科大学 名誉教授 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　飛原　英治　 東京大学 名誉教授 大学改革支援・学位授与機構 研究開発部 特任教授　　　

　　　　　　矢島　大輔　 （株）野村総合研究所 上級コンサルタント　　

　　　　　　山  崎　  孝　 東京農工大学大学院 工学研究院 応用化学部門 教授　      　　　　　　

　　　　　　高島　章吉　 日本冷媒・環境保全機構 常務理事    　　　　　　　　  

　　　　 　  玄蕃由美子　 日刊工業新聞社 産業研究所所長　 　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ※ 2022 年７月末時点
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企業情報

NH3/CO２冷凍機ユニット（山形工場）

【データ】本社＝愛知県名古屋市北区上飯田西町３の６０／電話＝０５２・９１４・１２０７／
代表者＝浅田　吉／主な事業＝配管機械・工具、環境機器
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